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津奈木町

９月９日は「救急の日」大切な命を守るために

第 71回町民体育祭野球大会
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　「荒瀧伍太夫」は江戸時代に活躍した
力士で、江戸相撲の小結、関脇を経て
当時の最高位だった東方大関まで昇進
し、２回も幕内最高優勝を果たすなど、
当時日本一の力士として活躍した人で
す。荒瀧伍太夫は現在の赤崎地区に生
まれ、墓は日羅将軍神社の境内にあり
ます。
　子孫が墓の改装を行ったとき、跡に
残された遺骨を集め、熊本学園大学客
員教授の今井義量氏に身長について鑑
定を依頼しました。その結果、モンゴ
ロイドの身長鑑定方式を用いた場合、
172.3（± 3.9）cmだったことが分か
りました。（伝説では身長 194cmあっ
たと伝えられています。）
　荒瀧伍太夫の墓はもともと赤尾島に
ありましたが、死後 225年を記念して
現在の日羅将軍神社へ移動。墓石が一
部欠けていますが、参拝者が打ちかい
て持ち帰ったとされ、持っていると丈
夫になるとか、砕いて飲めば強くなる
と信じた人の仕業であると言われてい
ます。
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作って飛ばそうペットボトルロケット／
９月 11日は「警察相談の日」／身に覚
えの無い訴訟ハガキに注意 ／ご存じで
すか？建設業退職金共済制度／くまもと
健康づくり応援店を募集します／熊本県
人権子ども集会／テレビの視聴に関する
お知らせ／ヘルパー・介護職員確保に向
けた講演会＆相談会／全国一斉！法務局
休日相談所 ／大事なペットを迷子にさ
せないために／古中尾かかし祭り／休日
当番医（平成 29年９月）

無料法律相談会／光回線工事が済んだ人
を対象に支援を行っています／住宅用太
陽光発電システム設置費の一部を補助し
ます／ 9月 10 日～ 16日は自殺予防週
間／金婚夫婦表彰式・敬老会を開催しま
す／津奈木町人材育成推進事業募集／津
奈木町元気づくり補助事業募集／海と山
について学ぼう海と山の交流事業参加者
募集／家族介護者交流会／平成 29年就
業構造基本調査にご協力ください／ 9月
9日は「救急の日」大切な命を守るため
に／年金情報／つなぎ温泉四季彩・物産
館グリーンゲイト

熊本県建設業協会社会貢献活動／Ｂ＆Ｇ
県大会・南九州ブロック大会／災害時連
絡方法のてびき＆こども手帳贈呈式／水
俣芦北地区童話発表会／海の体験教室／
赤崎千灯籠の夕べ／アーティスト・イン・
レジデンス 2017 ／つなぎで生きるブラン
ドセミナー／千代の七本松／水俣・芦北
地区人権教育研究大会／退職消防団員表
彰／夏休みの放課後児童クラブ

　2年間津奈木町で過ごせて、とても幸せでした。とても住みやすく、町のイ
ベントに参加出来てよかったです。そして、日本の文化である茶道とよさこい
を経験出来てうれしかったです。
　子どもたちの英語に対するやる気がとてもあって、毎日みんな頑張っていま
した。 これからアメリカに帰って、大学院生として勉強します。私が帰ってか
らも、津奈木とのつながりを続けたいと思っています。津奈木のことを絶対に
忘れません。本当にありがとうございました。津奈木町、大好き！

2 年間ありがとう！ 平成27年８月から津奈木町でＡＬＴとして、津奈木町の子どもたちの英語を指
導したアマンダ先生とスザンナ先生が退任することになりました。

●津奈木町の皆さんへメッセージ●津奈木町の皆さんへメッセージ
　　はじめまして。マリエル・ベルです。アメリカのフロリダ州から来ました。大学
で美術を勉強していたので、津奈木にアートがたくさんあるのがうれしいです。フ
ロリダのように、津奈木は海に近くて、自然もあります。
　趣味は本と絵画とハイキングです。日本の文化についてたくさん学びたいです。
特に生け花、太鼓、書道、和食に興味があります。一生懸命頑張りますのでどうぞ
よろしくお願いします。

●津奈木町の皆さんへメッセージ●津奈木町の皆さんへメッセージ
　　アレクサンドラ・バトラーと申します。アメリカのカリフォルニア州から来まし
た。この町に来られてとても幸せです。大学では、英語の文学と日本語を勉強しま
した。趣味は本と映画です。日本の文学について学びたいと思っていて、生け花と
和食にも大変興味があります。日本にいる間に日本の文化を楽しみたいです。
　緊張していますが、一生懸命頑張ります。ご迷惑お掛けすると思いますが、どう
ぞよろしくお願いします。
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　７月末にALT の任期を終えて、これから東京に引っ越して子育てに励みます。
田舎が大好きな私が都会になじむことができるか少し不安ですが頑張ります。
津奈木町は本当につながりの町だとこの２年間で分かりました。なぜかという
と、どこに行っても必ず何か関係のある人に会えます。例えば生徒さんのご家
族とか、顔見知りの店員さんとか、趣味を通して友だちになった方々など。皆
さんが会うたびにあいさつを交わしてくださいました。皆さんの親切さを忘れ
ません。また会う日まで元気でいてね津奈木の皆さん！

AA
ア マ ン ダア マ ン ダ

mandamanda　　MM
モ ン テ ロ ッ ソモ ン テ ロ ッ ソ

onterrosoonterroso

新しいＡＬＴ（外国語指導助手）を紹介します新しいＡＬＴ（外国語指導助手）を紹介します

今月の「地域をつなぎ」は、
休載します。
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試合結果

優勝　小津奈木チーム準優勝　平国下チーム
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真夏の大激戦！真夏の大激戦！
第 71回町民体育祭野球大会第 71回町民体育祭野球大会

じゃんけん勝ち
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最優秀選手賞受賞者へインタビュー　

●最優秀選手賞おめでとうございます。今の気持ちをお聞かせください。
　自分が打ったホームランが決勝点になったので、とても光栄です。
●素晴らしい一発でした。どんな思いで打席に入りましたか。
　今大会は良い結果が出なかったので、次は決めてやろうと思いました。
●中山さんは現在高校生ですが、今後の目標をお聞かせください。
　高校でレギュラーに選ばれるように練習を頑張ります。
●ありがとうございました。中山　空さん

【写真説明】
1力強いピッチングで相手チームを抑えた平国下
チームの平野さん／2華麗なスライディングで
ホームイン／3試合終了時に同点の場合、選手同
士でじゃんけん対決。古中尾チーム（右）が勝利
しました／4力強いスイングでボールをとらえま
した／5決勝戦。ホームランを打った中山さんを
チーム全員が迎えました／6中学校野球部員には
準備・片付けなどで大変お世話になりました

３ ２

１

６５４
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　　まちのわだい　Topics of Town

津奈木小学校の校舎裏を除草する青年部員

　７月 28日（金）、熊本県建設業協会芦北支部青
年部が主催となり、水俣芦北管内のボランティア活
動が行われました。町内から企業の代表者や従業員
など８人が参加し、小中学校の除草・剪定作業など
を行いました。この取り組みは、同協会が平成 12
年から毎年行われているものです。
　参加事業所は以下のとおりです。
【町内参加事業所】※敬称略
▼大富建設　　▼新立産業　▼野﨑土木　　
▼坂口建設　　▼南興建設　▼豊崎建設　
計 6事業所

学校の周りをきれいに 熊本県建設業協会社会貢献活動

山田町長に災害時連絡方法のてびきとこども手帳が手渡されました

  ７月 31 日（月）、公益財団法人日本公衆電話会
熊本支部から「災害時連絡方法のてびき」と「こ
ども手帳」が町に寄贈されました。これらは、大
災害発生時の安否確認に使う災害用伝言ダイヤル
や、災害時につながりやすい公衆電話の使用方法
などが分かりやすく書かれています。子ども手帳
は、小中学校を通じて児童に配布される予定です。

災害用伝言ダイヤルは『171』
災害時連絡方法のてびき＆こども手帳贈呈式

上位入賞おめでとう！
Ｂ＆Ｇ県大会・南九州ブロック大会
　７月 28 日（金）、宇城市でＢ＆Ｇ熊本県大会、
８月 25日（金）に鹿児島県南さつま市でＢ＆Ｇ南
九州ブロック大会が開催されました。南九州ブロッ
ク大会に本町から２人が出場。カヌー競技の中学女
子の部で、篠原美沙季さん（日添）が１位に輝きま
した。
　入賞者は以下のとおりです。（敬称略）
【熊本県大会】
▼カヌー《中学男子》　１位：諌山　智哉　（日添）
▼カヌー《中学女子》　１位：篠原　美沙季（日添）
【南九州ブロック大会】
▼カヌー《中学男子》　２位：諌山　智哉　（日添）
▼カヌー《中学女子》　１位：篠原　美沙季（日添）

B&G県大会に出場した本町クラブ員今回贈られた「災害時連絡方法のてびき」と「こども手帳」　幻想的な灯りで多くの人を魅了しました

　８月 13日（日）～ 15日（火）の 3日間、赤崎
漁港周辺で「千灯籠の夕べ」が行われました。お盆
の「迎え火」と「送り火」の思いを込めて、千灯籠
の夕べ実行委員会が主催し、今回で 6回目になり
ます。
　ペットボトルとろうそくを利用した灯籠約 500
個を波止場に並べ、午後 7時 30分に点火。真っ暗
な海面を炎がオレンジ色に染めながら揺れる様子に
町内外から多くの人が見入っていました。初日の
13日（日）は「赤崎きらら海」による出店があり、
会場周辺はたくさんの人でにぎわっていました。

灯籠が赤崎の海を照らす 赤崎千灯籠の夕べ

表情豊かに発表
水俣芦北地区童話発表会

　８月 20日（日）、大泊漁港で町内の小学生や保
護者など約 15人が、クルージングや救助訓練など
を体験する海の体験教室に参加しました。これは、
自然体験学習プログラム検討委員会が地元の海難救
助隊の協力のもと昨年から行われています。
　参加者はライフジャケットを着用し、４隻の船に
分かれて出発。三ツ島や旧赤崎小学校を見て回り、
気持ち良い風を受けながら船旅を楽しみました。そ
の後、海で人が溺れていることを想定した訓練を実
施。救助者に船で近づき、救命浮輪を投げ入れて協
力して引き揚げました。　
　栁迫未来さん（丸岡）は「三ツ島は近くで見ると、
意外と大きかった。とても楽しかった」と声を弾ま
せていました。

　水俣芦北地区童話発表会が８月３日（木）、つな
ぎ文化センターで開催されました。市町童話発表会
で代表に選ばれた計 15人が内容や表現力を競い合
いました。この日のために長い時間をかけて、一生
懸命練習をしてきた小学生たちは真剣な眼差しで、
感情をこめて発表。物語の情景が浮かんでくるよう
な発表に観客もすっかり聞き入っていました。
　審査の結果、水俣市の児童２人が最優秀賞を受賞。
2人は 10月 7日（土）に、熊本市の植木文化セン
ターで開催される県大会に水俣芦北地区代表として
出場します。
【町内出場者】※敬称略
▼津小２年　篠原永大（染竹）　▼津小４年　栁迫
未来（丸岡）　▼津小６年　林田真帆（中尾）

青空の下、クルージングを楽しみました

発表する津奈木町代表の林田真帆さん（中尾）

夏の海を満喫
海の体験教室
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　　まちのわだい　Topics of Town

自身の作品を参加者に紹介する加茂さん

　８月７日（月）、画家の加茂昂
あきら

さんによる交流会
が行われ、約 14人が参加しました。加茂さんがこ
れまでの自分で手がけた作品をスクリーンで紹介。
参加者に創作への思いを語りました。
　加茂さんは東京都出身の画家で、８月から約４か
月間町内に住みながら、12月に開催する個展に向
けて作品を制作します。次回は９月 14日（木）に
開催します。詳しくは 20ページをご覧ください。

　７月 26 日（水）、熊本県立図書館に残されてい
た写真をきっかけに、３人の女性が約 80年ぶりに
再会を果たしました。３人の女性とは、坂口キミコ
さん（内野）、 ツヤ子さん（芦北町）、坂本キサエ
さん（八代市）。3人は久しぶりの再会に大いに喜
んでいました。今回の出来事は、昭和 9年に植物学
者の故上

こうづまひろゆき

妻博之氏が撮影した写真（左下）に写って
いた人の名前を、内野区長の協力のもと調査したこ
とで実現しました。この辺りは大きな松が七本あっ
たことから、「千代の七本松」と呼ばれていました。
現在はすべて伐採され、切り株のみ残っています。
　教育委員会では左下の写真の他に、30年前の産
業祭で展示した千代の七本松を旧国道から写した写
真を探しています。写真についてお心当たりがある
人は、教育委員会（☎ 78 ｰ 5400）までご連絡くだ
さい。

写真を機に約80年ぶりの再会
千代の七本松

「津奈木町・千代の七本松」撮影：上妻博之
昭和９年８月 12日　熊本県立図書館所蔵

千代の七本松があった場所

懐かしい思い出話に花が咲きました

作品の思いを語る
アーティスト・イン・レジデンス 2017

夏休みの放課後児童クラブ

7 月 26日（水）　バルーンアート作成会 8月 10日（木）　カレー料理教室 8月 23日（水）　おやつ教室

　夏休みの間、放課後児童クラブではさまざまな体験教室が行われました。

　８月 24 日（木）、退職消防団員表彰が行われ、
７人が表彰されました。当日は４人が出席し、町長
から表彰状が手渡されました。
　退団者を代表し、大園哲郎さんが「長年の消防団
活動で培った経験を活かして、地域の皆さんが安心
して暮らせるように、努めていきます」と謝辞を述
べました。
　表彰者は以下のとおりです。（敬称略）
【表彰者】（地区・勤続年数）
▽大園哲郎（浜崎・27年）▽岩﨑英一郎（日添・22年）
▽佐々木信道（日添・10年）▽長濱勝二（平国上・
５年）▽開田龍一（日当・20年）▽松村真弓（平
国下・９年）▽塩谷聡（大泊・８年）

表彰状を受け取る大園さん（左）

永年の勤務お疲れさまでした
退職消防団員表彰

人権について考える
水俣・芦北地区人権教育研究大会

　８月 22日（火）、水俣・芦北地区人権教育推進 
協議会がつなぎ文化センターで、 「第 18 回水俣・
芦北地区人権教育研究大会」を開催しました。
　これは、人権問題に対する理解と認識を深め、
同和問題をはじめとするさまざまな人権問題の解
決を図ることを目的に、毎年開催されているもの
です。
　全体講演では、熊本県人権教育研究協議会副会
長の森山英治さんが、同和問題について講演。「常
に自分を見つめ、自分に問い、自分を振り返る。
このことが差別が見える第一歩だと思います」な
どと話しました。分科会では、障がい者や水俣
病をめぐる人権問題の講演、人権に関するワーク
ショップが行われました。

同和問題について講演を行う森山さん

地域ブランド化について講演する福井隆さん

　８月８日（火）、役場で東京農工大学の福井隆さん
と、なかにわデザインオフィス代表の中庭日

ひ で み

出海さ
んを招き「つなぎで生きるブランドセミナー」が行
われ、48人が参加しました。地域を背景に商品・サー
ビスの価値を生み出す『地域ブランド化』と価値を
高めるデザインの使い方について講演があり、講師
は「ブランド化に向けて必要なのは、誰が責任を持っ
てやるのかを明確にすること」と話していました。

地域ブランドで町を活性化
つなぎで生きるブランドセミナー



２０１７年２０１７年
津奈木町ご長寿１００傑津奈木町ご長寿１００傑

津奈木町在住のご長寿 100 人を紹介します。（平成 29年８月 25日現在）
100 歳以上の人が 11人いらっしゃいます。

みなさん、これからも元気に長生きしてください。（敬称略）

　

遺
産
相
続
、
遺
言
、
多
重
債
務
、
消
費

契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
律

相
談
に
、
司
法
書
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

９
月
９
日
（土）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

費
用　

無
料

無
料
法
律
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
４
）　

【
支
援
内
容
】

①
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）

　

の
無
償
配
布

　

光
回
線
加
入
申
込
内
容
な
ど
が
確
認
で

き
る
書
類
の
写
し
と
印
か
ん
を
用
意
し
て
、

総
務
課
企
画
財
政
班
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
業
者
に
よ
る
設
置
サ
ー
ビ
ス
が
６
月
末

で
終
了
し
ま
し
た
。

②
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
加
入
促
進
補
助
金

　

１
万
円
の
交
付

　
「
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）」

の
設
置
が
完
了
し
た
人
は
忘
れ
ず
に
同
補

助
金
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

光
回
線
工
事
が
済
ん
だ
人
を
対
象
に

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
財
政
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
７
）　

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
お
よ
び
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
普
及
を
図
る

た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
平
成
30
年
度
ま
で
の
制
度
と

申請の主な条件

・本町に居住または居住する予定の住宅に設置すること。
・電灯契約を結んでいる、または設置後早急に電灯契約を
結ぶことが確実であること
・町税を滞納していないこと
・過去にこの補助金の交付を受けたことがない人

補助金額
出力１kwあたり４万円（上限 16万円）
※千円未満は切り捨て

予定件数 10 件

申請方法

下記書類を窓口へ提出してください。申請書などは窓
口で配布しているほか、町ホームページでダウンロー
ドできます。
町ホームページ　http://www.town.tsunagi.lg.jp

申請に必要な
書類

・補助金交付申請書（第１号様式）（★）
・申請者の住民票の写し
・対象システムを設置する住宅の位置図
・対象システム設置に関する契約書の写し
・対象システムの仕様が確認できる書類の写し
・承諾書（第２号様式）（★）
※★の様式は町ホームページからダウンロードできます。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

総
務
課
企
画
財
政
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
９
）

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
の
条

件
な
ど
に
つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

まちからのお知らせ　Notice of Town

⑪　広報つなぎ　2017.9 広報つなぎ　2017.9　⑩

い
。

行政情報配信機器（光 BOX+）



⑬　広報つなぎ　2017.9 広報つなぎ　2017.9　⑫

津奈木町役場　総務課（交通・災害、人事、有線放送）  ☎７８- ３１１１(代表 )　振興課（農業振興、住宅・水道、建設）  ☎７８- ３１１２
　　　　　　　住民課（戸籍・住民票、福祉、保険、税）  ☎７８- ３１１３　 教育委員会（学校教育、生涯学習、体育施設）  ☎７８- ５４００ まちからのお知らせ　Notice of Town

　

町
内
の
各
種
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

研
修
や
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
費
用
に
対

す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

町
内
在
住
者
、
人
材
育
成
の
た

め
の
指
導
者

補
助
対
象　

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
や

地
域
づ
く
り
の
費
用
（
交
通
費
、
宿
泊
費
、

謝
礼
金
な
ど
）

補
助
内
容　

人
材
育
成
に
要
す
る
経
費
の

３
分
の
２
以
内
（
上
限
50
万
円
）

募
集
期
間　

通
年

申
込
方
法　

振
興
課
備
え
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

津
奈
木
町
人
材
育
成
推
進
事
業
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

振
興
課
自
立
振
興
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
４
）

　

町
内
の
各
種
団
体
な
ど
が
団
体
の
活
性

化
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
自
主

的
に
取
り
組
む
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

対
象
団
体　

町
内
の
団
体

補
助
対
象　
　
　
　
　

・
団
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
事
業

・
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
事
業

・
地
域
の
特
色
を
活
か
し
、
そ
の
魅
力
を

高
め
る
事
業

補
助
内
容　

総
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内

募
集
期
間　

予
算
枠
（
60
万
円
）
に
達
す

る
ま
で

申
込
方
法　

振
興
課
備
え
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

津
奈
木
町
元
気
づ
く
り
補
助
事
業
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

振
興
課
自
立
振
興
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
４
）

▼
金
婚
夫
婦
表
彰
式

日
時　

９
月
13
日
（水）　

午
後
１
時

場
所　

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
集
会
場

▼
敬
老
会

日
時　

９
月
15
日
（金）　

午
前
10
時

場
所　

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　

赤
崎
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　

平
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

金
婚
夫
婦
表
彰
式
・
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
７
）　

　

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
国
は
平
成
29

年
７
月
に
新
た
な
自
殺
総
合
対
策
大
綱
を

閣
議
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
９
月
10
日
の
世
界

自
殺
予
防
デ
ー
に
ち
な
み
、
９
月
10
日
〜

16
日
の
１
週
間
を
自
殺
予
防
週
間
と
し
て
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
連
携
し
て
、
幅
広

い
国
民
の
参
加
に
よ
る
啓
発
活
動
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
予
防
週
間
は
、
集
中
的
な
啓
発
事

業
な
ど
の
実
施
を
通
じ
て
、
国
民
に
自
殺

や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

普
及
啓
発
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
し
て
い
く
と
と
も
に
、
命
の
大
切
さ

や
自
殺
の
サ
イ
ン
、
ま
た
危
険
に
気
づ
い

た
と
き
の
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て
国
民

の
理
解
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
６
）　

　

在
宅
で
認
知
症
な
ど
の
人
を
介
護
さ
れ

て
い
る
人
、
介
護
し
た
経
験
の
あ
る
人
を

お
招
き
し
て
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
介

護
者
や
地
域
の
人
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

人
や
専
門
職
の
人
な
ど
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

家
族
介
護
者
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

津
奈
木
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
５
３
３
３

日
時　

９
月
27
日
（水）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
和
室

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

９
月
26
日
（火）　

　全国から無作為に選ばれた世帯を対象として「平成 29年就業構造基本調査」が、10月１日に実施さ
れます。この調査は、わが国の就業構造の実態を明らかにする基礎資料を得るためのものです。調査員が
お伺いしたときには、ご回答をいただきますようお願いします。
　なお、この調査ではインターネットで回答することが可能です。ぜひご利用ください。
■調査の対象
　統計理論に基づき無作為に選ばれた全国の約 52万世帯で，その世帯にふだん住んでいる 15歳以上の
世帯員。
■調査の方法
　熊本県知事が任命した調査員が世帯に調査票を配布し、インターネットによる回答または記入済みの調
査票を回収する方法で行います。
※調査員は顔写真付きの「調査員証」を必ず携行しています。
■その他
○法律に基づいた統計調査であるため、調査を受ける人
には「調査に対し報告（回答）を行う義務」があり、調
査を実施する関係者には「調査によって知ったことを他
に漏らしてはならない義務」が課されています。 
○ご回答の内容は、統計以外の目的に使用することは
ありません。 

平成 29年就業構造基本調査にご協力ください
問総務課企画財政班　　☎７８- ３１１１（内２１９）

　

不
知
火
海
に
つ
い
て
分
か
る
お
魚
教
室

と
自
然
観
察
な
ど
を
行
う
森
林
教
室
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
15
日
（日）　

午
前
９
時
30
分

場
所　

古
中
尾
の
里
山

対
象
者　

５
歳
以
上
（
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
員　

15
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　

▼
高
校
生
以
下　

無
料

▼
大
人　

５
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

海
と
山
に
つ
い
て
学
ぼ
う

海
と
山
の
交
流
事
業
参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

振
興
課
自
立
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
６
）　

服
装　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

申
込
方
法　

10
月
４
日
（水）
ま
で
に
各
学
校

に
配
布
し
て
い
る
申
込
書
に
記
入
し
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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出張年金相談のご案内
第２・４木曜日 第２金曜日

９月 14日・28日 ８日

場所 水俣市もやい館 芦北町役場

相談時間：午前 10時～午後３時

ご相談の方法―
事前に電話予約を行ってください。
○八代年金事務所出張相談予約窓口

　電話番号：0965-35-6123
　（受付時間：平日午前９時～午後５時）
※予約するときは、ご相談者様の基礎年金番号
が分かるものを準備して、お電話ください。

秋の味覚祭り開催！

問い合わせ先：つなぎ温泉四季彩　☎ 78-4126
営業：午前 10時～午後 9時　休業日：第１水曜日

問い合わせ先：物産館グリーンゲイト　☎ 78-2000
営業：午前 9時～午後 6時　休業日：第１水曜日

つなぎ温泉 四季彩 物産館 グリーンゲイト

　ただいま入荷中の毎年大好評の一勝地豊
水梨。果肉が柔らかくジューシーで絶品の
味覚です。袋入り 350 円、お土産かご入り
1,500 円、贈答用箱入り 3,500 円です。全
国発送承り中です。
●入荷時期（予定）　
▷秋月梨
　9月 10日（日）～ 20日（水）
▷ジャンボ新高　
　9月 20日（水）～ 10月 5日（木）　　

温泉と食事セットがお得に！
　期間中、温泉と食事をお得に楽しめる「湯っ
たり得チケット」を販売しています。定食セッ
トや丼セットがそれぞれ 200 円お得になるチ
ケットです。フロントでお買い求めください。
●期間　８月 28日（月）～ 11月 30日（木）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
住
民
課
住
民
班　
　

☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
年
金
事
務
所　

☎
０
９
６
５-

３
５-

６
１
２
３

将
来
の
年
金
を
増
や
す　

国
民
年
金
保
険
料「
後
納
制
度
」

年金
情報

●
後
納
制
度
と
は
？　

　

時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
３
年
間

に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

●
保
険
料
後
納
の
メ
リ
ッ
ト

・
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
や

せ
ま
す
。

●
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
人

① 

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
人
で
、

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期

間
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
人

②
 60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
①

の
期
間
の
ほ
か
、
任
意
加
入
期
間

（
※
）
に
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
人

③ 

65
歳
以
上
の
人
で
、
①
の
期

間
の
ほ
か
、任
意
加
入
期
間
（
※
）

に
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
、

年
金
受
給
資
格
が
な
い
人

●
注
意
事
項　

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
な
ど
は
後
納
制
度
を
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
後
納
制
度
を
利
用
す

る
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
℡
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０
）
ま
た
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
原
則

と
し
て
20
歳
〜
60
歳
で
す
が
、
老

齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
原
則

25
年
）
が
足
り
な
い
場
合
は
70
歳

ま
で
、
年
金
の
受
給
額
を
増
や
し

た
い
場
合
に
は
65
歳
ま
で
、
国
民

年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

各種懇親会は四季彩へおまかせ！
　予算に応じてご予約を承ります。お気軽にお
問い合わせください。

9 月 9日は「救救急の日」　大切な命を守るために

　救急の日は、昭和 57年に救急医療と救急業務に対する国民の理解や認識を深め、さらに救急医療関係者の意
識を高めることを目的として定められました。この機会に、命を守る “救命処置 ”や “AED（自動体外式除細動器）
による救命処置 ”などについて考えてみましょう。

　町内で救急搬送などが必要なときは、水俣消防署が担当し救急業務を行います。救急業務は公共性・緊急性が
高いことから、住民の皆さんに公平かつ適正に利用していただくことが大切です。「救える命」を救うためにも、
救急車は緊急性があるときに利用するようお願いします。

津奈木町内 水俣消防署管内（津奈木町を含む）
出場件数 171件 1,310 件
搬送人員 170人 1,098 人
1日平均 0.5 件 / 日 3.6 件 / 日

※上記出場件数などの期間は、平成 28年 1月 1日～ 12月 31日。

　　　　　　　　　　問い合わせ　住民課福祉班　☎７８－３１１３（内１１６）
　　　　　　　　　　　　　　　　水俣消防署　　☎６３－１１９１

　AED（自動体外式除細動器）とは、けいれんしている心臓に電気ショックを与え、正常なリズムに戻す可能性
が高い医療機器です。心肺蘇生法とAEDを組み合わせて使用することで、心肺蘇生率を高めることができます。
　AED講習の受講を希望する人は、水俣消防署へお問い合わせください。

誰も傷病者に触れてないことを
確認したら、AED の声に従い
ボタンを押す。

救急車が到着するまで
④～⑥を中断せずに継
続する。

１ 反応の確認 ２ 助けを呼ぶ
（119番通報／AED依頼）

３ 呼吸の確認 ４ 胸骨圧迫× 30回

７ ④～⑥を繰り返す ６ AED装着／電気ショック

肩をたたいて意
識の確認。

反応が無ければ助け
を呼ぶ。（119 通報と
AEDを依頼する）

あご先を上げ、口元
にほほを寄せ呼吸を
しているか確認。

呼吸が無ければ、胸の中心
にある縦長の骨の下部に両
手を置き、胸骨圧迫を行う。

AED到着

AED を用いた救命措置の流れ

５ 人工呼吸×２回

片手で額を押さえ、もう一方
であごを持ち上げ、鼻をつま
みゆっくりと息を吹き込む。

  離れて！

乳頭と乳頭を
結ぶ真ん中

○ AEDによる救命措置

○平成 28年の水俣消防署管内の救急活動状況 　
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ヘ
ル
パ
ー
・
介
護
職
員
確
保

に
向
け
た
講
演
会
＆
相
談
会

日
時　

９
月
16
日
（土）

▼
講
演
会

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
45
分

▼
相
談
会

　

午
後
２
時
50
分
〜

場
所　

水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳
パ
ッ
ク

を
再
利
用
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。
作
っ
た
ロ

ケ
ッ
ト
は
環
境
セ
ン
タ
ー
前
の
芝

生
広
場
で
飛
ば
し
ま
す
。

日
時　

９
月
23
日
（土）　

　

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

準
備
物　

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
本（
炭
酸
飲
料
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

ハ
ガ
キ
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
２-

１
２
１
２
）、
メ
ー
ル
（center@

kum
am
oto-eco.jp

）
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締
切
日　

９
月
16
日
（土）

作
っ
て
飛
ば
そ
う
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

問
熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
２-

２
０
０
０

Life

Information

く
ら
し
の

情
報
掲
示
板

テ
レ
ビ
の
視
聴
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
が
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
近
い
周
波
数

を
利
用
す
る
た
め
、
旧
型
の
テ
レ

ビ
ア
ン
テ
ナ
設
備
な
ど
に
影
響
が

出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
し
９

月
21
日
（木）
（
予
定
）
以
降
に
テ
レ

ビ
映
像
に
影
響
が
出
た
と
き
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
新
し
い
電
波
に
よ

る
影
響
の
場
合
は
、
一
般
社
団
法

人
７
０
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
利
用
推
進

協
会
が
無
償
で
回
復
作
業
を
行
い

ま
す
。

影
響
が
考
え
ら
れ
る
地
域

　

大
字
岩
城
、
大
字
小
津
奈
木

問
７
０
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
テ
レ
ビ
受

信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
‐
７
０
０
‐
０
１
２

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所 

　

相
続
や
遺
言
、
不
動
産
登
記
、

人
権
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ざ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
法
務
局
職
員
、
公

証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
や
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

　

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
予
約
の
電
話
を
お
願
い
し

古
中
尾
か
か
し
祭
り

日
時　

９
月
17
日
（日）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
時
は
、
翌
日
延
期
。

場
所　

古
中
尾
公
民
館
付
近

イ
ベ
ン
ト　

○
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト　

な
ど

展
示
期
間　

　

９
月
10
日
（日）
〜
30
日
（土）　

病院名 住所 電話番号

３日（日）
緒方眼科医院 水俣市栄町 63-3881
松本医院 芦北町花岡 82-2019

10 日（日）
深水医院 水俣市大園町 63-6390
井上医院 芦北町佐敷 82-2503

17 日（日）
井上医院 芦北町佐敷 82-5865

まなべクリニック 水俣市古賀町 84-9080
篠原医院 芦北町佐敷 82-2046

18 日（月）
谷山医院 水俣市陣内 63-2557

七浦てらさきクリニック 芦北町芦北 82-5666

23 日（土）
市川内科クリニック 水俣市南福寺 62-0707
芦北とりかい眼科 芦北町芦北 82-5881

24 日（日）
山田クリニック 水俣市旭町 63-5188
宮島医院 芦北町佐敷 82-2254

休日当番医（平成 29年９月）

※休日当番医の診療時間は午前９時～午後５時です。
※医療機関は変更になることがあります。受診前に電話でお問い合わせください。

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談

の
日
」

    

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に
解

決
し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
電
話　
「
＃
９
１
１
０
」
ま

た
は
「
０
９
６
‐
３
８
３
‐

９
１
１
０
」へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
「
１
１
０
」
番
は
、
事
件
・

事
故
な
ど
緊
急
通
報
の
た
め
の

電
話
で
す
。
緊
急
の
事
件
・
事

故
以
外
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

「
＃
９
１
１
０
」
を
利
用
し
、
緊

急
の
場
合
以
外
は
１
１
０
番
通
報

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
水
俣
警
察
署

　

☎
６
２
‐
０
１
１
０

大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷
子
に

さ
せ
な
い
た
め
に

　

県
の
保
健
所
に
は
、
迷
子
に

な
っ
た
犬
や
猫
が
保
護
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
多
く
は
飼
い
主
の
連
絡

先
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
迷
子
に
さ

せ
な
い
よ
う
、
犬
は
リ
ー
ド
で
つ

な
ぎ
、
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
迷
子
や
災
害
な
ど
で
飼
い
主

と
は
ぐ
れ
た
時
に
備
え
、
迷
子
札

を
付
け
た
り
、
首
輪
の
裏
に
飼
主

の
連
絡
先
を
記
入
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

迷
子
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
最

寄
り
の
保
健
所
、
市
町
村
、
警
察

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
県

保
健
所
に
迷
子
で
保
護
さ
れ
た
犬

や
猫
の
情
報
は
、
県
動
物
愛
護
管

理
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課　

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応

援
店
を
募
集
し
ま
す

　

熊
本
県
で
は
、
健
康
づ
く
り
を

応
援
す
る
「
く
ま
も
と
健
康
づ
く

り
応
援
店
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
援
店
に
は
、
県
か
ら
指
定
書
や

の
ぼ
り
旗
を
交
付
し
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で

お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
指
定
は
無

料
で
す
。
一
緒
に
県
民
の
健
康
づ

く
り
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店

な
ど

条
件　

栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
６
つ

問
古
中
尾
活
性
化
協
議
会

　

代
表　

山
﨑　

　
☎
０
９
０
‐
２
７
１
２
‐
３
１
６
９

ご
存
じ
で
す
か
？
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度

　

建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
増
進

と
、
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

の
ベ
ー
ス
項
目
か
ら
１
つ
以
上
取

り
組
む
こ
と
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締
切
日　

10
月
31
日
（火）

問
水
俣
保
健
所

　
☎
６
３
‐
４
１
０
４

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
を
な
く
し
、
人
権
が
共
存

す
る
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
行
わ
れ
る
集
会
で
す
。
熊

本
県
内
に
在
住
す
る
児
童
生
徒
や

教
育
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、
子

ど
も
実
行
委
員
の
運
営
で
、体
験
・

活
動
報
告
や
全
体
活
動
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
14
日
（土）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

問
県
教
育
庁
人
権
同
和
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
０
２

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を

営
む
人

対
象　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

そ
の
他　

共
済
証
紙
は
労
働
者
の

就
労
日
数
に
応
じ
て
適
切
に
貼
り

付
け
て
く
だ
さ
い
。「
建
設
業
退

職
金
共
済
手
帳
」
を
持
っ
て
い
る

労
働
者
が
退
職
す
る
と
き
は
、
忘

れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う

指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

問
建
退
共
熊
本
県
支
部　

　
☎
０
９
６
‐
３
６
６
‐
５
１
１
１

セ
ン
タ
ー
「
も
や
い
館
」

対
象
者　

一
般
求
職
者

※
介
護
関
係
の
資
格
保
有
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。

内
容　

①
講
演
会

・
水
俣
地
域
の
訪
問
介
護
事
業
所

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
水
俣
・
芦
北

地
域
の
福
祉
の
現
状
」
講
演

・
タ
レ
ン
ト
英
太
郎
氏
に
よ
る「
み

ん
な
笑
顔
で
か
た
ら
ん
ね
」
講
演

②
相
談
会

　

水
俣
・
芦
北
地
域
の
福
祉
関
係

事
業
者
に
よ
る
就
職
相
談
会

問
社
会
福
祉
法
人
水
俣
市
社
会

福
祉
事
業
団

　
☎
０
９
６
６-

６
２-

５
９
９
９

身
に
覚
え
の
無
い

訴
訟
ハ
ガ
キ
に
注
意

　

水
俣
警
察
署
内
で
『
総
合
消
費

料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の

お
知
ら
せ
』
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ

が
郵
送
さ
れ
て
き
た
と
い
う
相
談

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
裁
判
に
な
る
な
ど
と

不
安
を
あ
お
り
、
お
金
を
払
っ
て

解
決
す
る
よ
う
に
持
ち
か
け
る
架

空
請
求
詐
欺
で
す
。
詐
欺
の
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
以
下
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ガ
キ
に
書
か
れ
た
電
話
番
号

に
電
話
を
し
な
い
。

○
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
な
ど

個
人
情
報
を
教
え
な
い
。

○
一
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
警

察
な
ど
に
相
談
す
る
。

○
正
式
な
通
知
が
あ
っ
た
と
き
は

弁
護
士
な
ど
に
相
談
す
る
。

問
水
俣
警
察
署

　

☎
６
２
‐
０
１
１
０

ま
す
。

日
時　

10
月
１
日
（日）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

熊
本
地
方
法
務
局
４
階
会

議
室

問
熊
本
地
方
法
務
局

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
６

かかしを展示したい人
募集しています！
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 　　　　　　　 津奈木町役場庁舎　　 農業就業改善センター　　つなぎ美術館　　 物産館グリーンゲイト　　つなぎ温泉「四
季彩」　　小学校　　中学校　　津奈木幼稚園　　津奈木保育園　　水俣市保健センター　　 総合グラウンド　　B&G体育館　
　 つなぎ文化センター　　 平国コミュニティセンター　　ごみ処理場　　赤崎漁村センター　◆その他　　　
※カッコ内の「P○」は記事掲載ページ。

役 改 美 物 四
小 幼 保 水 グ 体

文

　【開催場所】
中

平 ご 赤

図書     だより

津奈木町図書館
開　館　午前８時 30分～午後６時
　　　　（土日祝日は午前 10時～
　　　　  午後５時）
休館日　月曜日、年末年始
問合せ　☎７８- ３０９６

本の貸し出しについて―
▽貸出冊数は、１人３冊までです。
▽貸出期間は２週間です。ただし、入
荷１か月以内のものと予約が入ってい
る本については、１週間となります。

今
月
の
新
着
お
す
す
め
本

　老い衰える不安をかかえる老
人、介護の負担でつぶれそうな家
族。二つの視点から、やっと見え
てきた親と子の幸せとは？地獄の
ような日々から、やっとひと筋見
えてきた親と子の幸せとは…。現
実とリンクした情報満載の新しい
認知症介護の物語。

老乱
作：久坂部羊

一般書

　本の世界に連れて行ってくれる
魔法のツリーハウスで、ジャック
とアニーは冒険に出かけていた。
ある日、侵略者がアーサー王に負
傷を負わせた上、守護神のドラゴ
ン像を略奪した。ふたりは、王の
命を救うために立ち上がる！

マジック・ツリーハウス 42巻　アーサー王と黄金のドラゴン　
著：メアリー・ホープ・オズボーン

児童書

ほかにもこんな本があります
一般書　

児童書　

▼ドクター・デスの遺産／中山七里　▼玉依姫／阿部智里　▼ジョン・マン⑥／山本一力　▼打ち上げ
花火、下から見るか？横から見るか？／岩井俊二　▼ポチャ★ヨガ／深堀真由美　　
▼すがたをかえるたべものしゃしんえほん＜第３期＞　▼劇部ですから！Ａｃｔ１／池田美代子　▼桃
太郎が語る桃太郎／岡村優太　▼へんしんおてんき／あきやまただし　▼よるのおと／たむらしげる

つなぎ行事カレンダーつなぎ行事カレンダー ９月20172017
SeptemberSeptember

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed 木  Thu 金  Fri 土  Sat

１ ２
　  　 

　 　  

　  　 　

　 　  　 　

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
　 　 キラキラ☆ク

ラブ
10:00 ～ 12:00
　 母子健康手帳交
付　8:30～13:00
　 津奈木地区あけぼ
の大学　13：30～　 

　   　 １歳６か月児健
診　13:00 ～
 　 議会定例会開
会　10:00 ～

 　 つなぎ朝市
7:30 ～
　 境野一之はがき
絵展（P20）
　  無料法律相談会
（P11）

10 11 12 13 14 15 16
◆津南保育園運動
会　９:00 ～　　   

　  　 平国地区あけ
ぼの大学　
13：30～
　

　 金婚夫婦表彰
式（P12）
◆郡市中学校陸上
競技大会　９:00
～ エコパーク水俣
 　赤崎地区あけぼ
の大学　13：30～

　 石ぬりえワーク
ショップ (P20)
　 

　 　　  敬老会
（P12）
　 ６か月児健診　
13:00 ～

◆第 72回熊本県民
体育祭人吉球磨大
会（～ 17日） 　 

17 18 敬老の日 19 20 21 22 23 秋分の日
◆古中尾かかし祭
り（P17）　 　　
　  保育園運動会
9:00 ～

　      
　 

　 キラキラ☆ク
ラブ
10:00 ～ 12:00
　 母子健康手帳交
付　8:30～13:00　 
 　  　

　 議会定例会一
般質問　10:00～
　 ３歳６か月児健
診　13:00 ～

　  議会定例会一
般質問　10:00～

24 25 26 27 28 29 30
　 幼稚園運動会
9:30 ～

　  　 ４か月児健診
13:00 ～

　 議会定例会閉
会　10:00 ～
　 家族介護者交
流会 (P13)

　      戦没者追悼式
10:00 ～

改

改

役

物

水

役改

役

水

社会福祉協議会へ―　【香典返し】《例》地区名　喪主・届出人（故人）　
▼福浦　福田二任（ヨシエ）　▼小津奈木　山内徹也（キミヱ）　
▼福浦　松﨑キヌエ（勝）　　▼平国上　　諌山一生（フミエ）
▼日当　上村敏治（ミヤ子）　▼古中尾　　中村泰弘（キヨ子）
▼染竹　上𠩤ヨリ子（逸喜）　▼平国下　　濵田隆栄（ソノ子）　
▼染竹　木下勝江（義竹）　　▼川内　　　竹永順生（サチ）
　上記の方から金一封をご寄附いただきました。ご意思に添い、有効に
活用させていただきます。故人のご冥福を心からお祈り申し上げます。

町の人口と世帯数 平成 29年７月末日現在
※カッコ内増減は前月比 ご寄附・ご芳志お礼 （敬称略）

人 口 4,716 人（ － ６ 人 ）

男 2,209 人（ ＋ ５ 人 ）

女 2,507 人（ － 11 人 ）

世帯数 1,961 戸（ － １ 戸 ）

◆出生 １ 人 ◆転入 12 人
◆死亡 12 人 ◆転出 ７ 人

褐
い
ろ
の
阿
蘇
の
草
原
霧
こ
め
て　
　

　
　

た
ま
ゆ
ら
見
ゆ
る
放
牧
の
牛

寺
本
ツ
ル
ヲ

山
百
合
は
ひ
そ
か
に
花
を
さ
か
せ
お
り　
　
　
　

　
　
　

廃
墟
と
な
り
し
庭
の
片
隅　

　
　
　
　
　
　
　
　

野
田　

浦
子

西
空
は
い
ま
だ
夕
日
の
残
れ
る
に　
　
　

　

ま
む
こ
う
岬
は
早
や
暗
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

滋
子

　
種
捨
て
し
そ
こ
よ
り
生
え
し
瓜
の
蔓

　

小
さ
き
実
を
つ
け
夏
は
ゆ
き
た
り

加
来　

道
子

悪
い
癖　

　

開
け
た
ら
最
後
空
に
さ
す

敬
老
会

　

喜
寿
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
若
手　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
田
正
弘

悪
い
癖

　

開
け
た
ら
閉
め
ん
片
付
け
ん

敬
老
会

　

津
奈
木
音
頭
で
締
め
く
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

色
葉
二
屁

悪
い
癖

　

言
う
て
も
直
し
き
ら
っ
さ
ん

敬
老
会

　

今
年
も
逢
え
て
よ
ご
ざ
し
た

悦　

子

悪
い
癖

　

ち
ゃ
ん
と
後
ま
で
聞
き
な
っ
せ

敬
老
会

　

ず
っ
と
元
気
で
い
て
は
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

則　

子

◆
次
回
の
笠

　

▽
い
ま
ど
き　

▽
待
ち
き
れ
ん

◆
締
切
・
提
出
先

　

10
月
20
日
（金）

　

津
奈
木
町
教
育
委
員
会
ま
で

短　
　

歌

肥
後
狂
句

和

の
ひ
ろ
ば

水

役

改 赤平

美

美

改

文

保

幼

役

水

役

改

文

平

赤



編
集
後
記

▼
８
月
の
津
奈
木
と
い
え

ば
「
夏
祭
り
」
と
「
競
舟

大
会
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
昨
年
の
夏
祭
り
で

は
、
花
火
を
上
手
に
撮
れ

な
か
っ
た
の
で
、
こ
と
し

は
事
前
に
花
火
大
会
に
出

向
き
練
習
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
夏
祭
り
が
台
風
で

中
止
と
な
り
、
競
舟
大
会

も
雷
で
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
広
報
紙
の

ネ
タ
が
無
く
な
り
、
締
め

切
り
ま
で
大
慌
て
。
広
報

担
当
泣
か
せ
の
８
月
で
し

た
▼
先
日
、
小
学
生
が
夏

休
み
の
自
由
研
究
の
一
環

で
、
津
奈
木
町
に
つ
い
て

調
べ
た
い
と
役
場
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
町
章
の
意

味
や
町
が
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
私
を
含
め

職
員
が
対
応
し
ま
し
た
が
、

い
ざ
説
明
す
る
と
難
し
い

も
の
で
す
。
分
か
り
や
す

く
説
明
で
き
た
か
不
安
で

す
が
、
素
晴
ら
し
い
自
由

研
究
に
な
っ
た
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
つ
な
ぎ
　

2017.9
月
号

■
発
行
・
編
集
　
津
奈
木
町
役
場
総
務
課

〒
869
‐
5692　

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈
木
2123

番
地

☎
0966

‐
78
‐
3111（

代
表
）　
FAX0966-78-3116

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://w

w
w
.tow
n.tsunagi.lg.jp

メ
ー
ル
：
hpm

aster@
tow
n.tsunagi.lg.jp

つなぎ美術館　〒 869-5603　熊本県葦北郡津奈木町大字岩城 494　☎ 0966-61-2222　FAX0966-61-2223

■日　時　９月 14日（木）　午後７時～午後８時 30分　
■場　所　つなぎ美術館アトリエ
■定　員　10人（要事前申込・先着順）
■対象者　小学生以上（小学生は保護者同伴）
■参加費　無料
■準備物　自分で撮った空の写真
■講　師　加茂昂

　有償ボランティア募集中
西野達　ホテル裸島　リゾート・オブ・メモリー

　特設Webサイトをご覧になるか、つなぎ美術館までお尋ねください。　
■応募方法　Webサイトからのみ受け付けます。
 【アドレス】　http://tatzu-hadaka.asia

【加茂昂】
1982年東京生まれ。
東京藝術大大学院美術
研究科絵画専攻修了。

　石ぬりえワークショップ
『アーティスト・イン・レジデンス 2017』関連プログラム

　熊本の現代作家展 ’17（収蔵品）

　当館が収蔵する作品の中から坂本善三、宮崎静夫など熊本ゆかりの 9人の作家の
作品 18点を展示。

７月29日（土）～10月22日（日）　
■観覧料　大　　人：300円　
　　　　　高・大生：200円　
　　　　　小・中生：100円
■場　所   １階展示室

　境野一之はがき絵展（収蔵品）
　海老原喜之助の跡を継ぎ第二次海老原美術研究所の所長を務めるなど熊本美術館の躍進に大きく貢献した
画家の一人である境野一之がヨーロッパや日本の風景を描いて知人へ宛てた約 20点のはがき絵を展示。

９月９日（土）～11月19日（日）　　
■観覧料　無料　
■場　所   ３階展示室

《城》1971年 坂本善三　つなぎ美術館蔵
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